
【構想・省察の習慣化】実践例柱２

校内研修に「単元テストの集計タイム」を位置付け、学校組織が一体となって
子供のつまずきを分析する取組

～宇城市立海東小学校～

「集計タイム」を毎月の校内研修に設定し、単元テスト（全学年、国・算）の結果を入力し、
数値化された分析結果を客観的かつ視覚的に全職員で共有している。

研究組織を、授業研究部、
統計調査部、学力充実部の３
部会で構成し、教師の授業評
価や児童のつまずき分析等を
部会で検討し、評価・改善体
制の強化に努めています。
校内において、学力向上検
証改善サイクルを有機的に機
能させることによって、子供
のつまずきを早期に解決する
とともに、教職員の指導力向
上にもつなげることができる
効果的な取組となります。
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９月結果 （５年算数 領域別） 授業・学力充実タイム等の改善

部会で検討（授業研究、統計調査、学力充実）

学力充実部会からの提案

 家庭学習について

 朝自習について

 学力充実タイムについて
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授業力向上のための授業改善サイクルの取組
～大津町立大津小学校～

「子供を見る目」を育て、児童が「学びの主人公」となって主体的に学習を進めていくことができる

ようにするために、①学習構想、②授業実践、③授業の省察（授業リフレクション）、④改善授業、

⑤実践紹介（共有）と、５つの段階を校内研修の時間に位置付け、授業力向上のための改善サイクル

を年に２回、全職員で実践している。

①学習構想の段階では、学習指導要領や解説を読み、学年

の系統を確かめたり、児童になったつもりで教科書を読んだ

り、教科書の問題に取り組んだりして、学習者の立場に立っ

た「問い」の予想や単元構想をします。

②授業実践の段階では、児童の側で、授業中の児童のつぶ

やきや表情（「児童の学びの事実」）を詳細に記録します。

③授業の省察（授業リフレクション）と④改善授業の段階

では、児童の「学びの事実」から見えてきた課題について改

善案を探り、改善案をもとに、再び実践します。

⑤実践紹介（共有）の段階では、授業改善サイクルを振り

返り、明らかになった成果や課題、実践の学びについてパネ

ルを作り、お互いに紹介し合います。

授業改善サイクルを実践していくことで、教員一人一人の

「子供を見る目」が育っています。児童が「学びの主人公」

となるための学習構想を日々の授業の中でも、実践していく

ことができるようになっていると実感する職員が増えてきて

おり、教員一人一人の授業力が向上しています。
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【授業力向上のための授業改善サイクル】

【授業中の児童のつぶやき等を記録する職員】
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７つのチェックリストの学校化
～高森町立高森中学校～

『「熊本の学び」授業実践の７つのチェックリスト』を踏まえ、これまで実践してきた
「たかもり学習」について、「単元・題材バージョン」「１時間バージョン」と学校化し
たチェックリストを作成し、活用している。

学校化したチェックリストは、各自がいつでも見ることができるようにしているほか、
校内研修の授業研究会で授業の視点として活用し、特に、単元を通しためあて（ゴールの
姿）の提示を、全教科で意識して取り組んでいます。
また、「たかもり学習」を意識し、何を学んだのかが分かる整理された構造的な板書に

ついても、全職員で継続して取り組んでいます。
何を大事に授業づくりをしていくのか、学校の在籍年数の長短に関わらず、足並みを揃

えて取り組むことにつながっています。


